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第54回造本装幀コンクール 受賞者インタビュー 

経済産業大臣賞 ： 『Arts and Media volume 10』 

 
 

出版社・装幀家 

有限会社松本工房  松本久木  氏 

●御社の活動について教えてください。  

 法人として小さいながら出版事業をし、個人と

してグラフィックデザイン・組版・装幀の仕事を

しています。 

●今回の作品のような造本にされたのは、どういっ

た経緯があったのでしょうか。 

 本書は大阪大学大学院文学研究科文化動態論専攻

アート・メディア論研究室が発行する紀要です。発

刊10号目を迎えるにあたって、より研究室の現在を

反映させるため、デザインコンセプトを更新したい

と私から申し出て了承されました。 

 新しいデザインコンセプトを案出するため、研究

室の院生方に「本書にキャッチコピーをつけるとし

たら」「既刊書の残念な点」「研究室の特徴・特

長」「自身の研究テーマ」「アフターコロナの世界

はどうなってる？」などの一斉アンケートをおこな

いました。送られてきた回答たちがとても痛快かつ

刺激的で、大きな方向性を与えてくれました。 

 そして、編集長による巻頭特集前文にある一節

「多様・多層・多元の追求から生まれる創意は、画

一化がすすむ硬直した文化への強力なカウンターと

なるはずだ」を設計思想としてお借りし、装丁プラ

ンをたてていきました。   

●応募したきっかけや、受賞の知らせの感想、周囲の

反応など、いかがでしたでしょうか。 

 結果的に審査員奨励賞をいただいた『COMPOST 

VOL.1』を造本装幀コンクールに応募したいのです

がと、印刷会社のライブアートブックスさんから

申し出があり、コロナ禍真っ只中で「これまでと

違うことでもしてみよっかな」と思っていた時期

だったので、「では、私も」と。 

 受賞の報もライブアートブックスさんから最初

に聞きましたが、「何か事務的なミスだと思いま

す」と返事をしたぐらいで信じられませんでした。 

 今、手許に賞状や賞牌やパンフレットが確かに

ありますが、まだ、疑ってます。  

●作品制作において、こだわった点、苦労した点、制作

についてのエピソードがあれば教えてください。 

 こだわった点で言えば、予測不能性も多様性に

包含されるであろうと考え、シビアな計画・計算

でもってあえて完成形が予測できないような装丁

プランを設計しました。未既定な偶発する美や醜

をも取り入れた多様・多層・多元的な書物を目指

すことで、本研究室の特色であり魅力でもある研

究領域のジャンル不明性と、ある種のいかがわし

さや非同質性を具現化しようと試みました。 

 苦労した点で言えば、「不可能」「危険」「予

算不足」という、いつもの三障壁をどう攻略する

かですね。サンエムカラーさん、みやこさん、藤

原製本さんの設備と技術とド根性が実現への道を

切り開いてくれました。※参考資料として仕様書を別添  

●電子書籍が広がる中で、紙の本への思いや良さな

ど、お聞かせください。 

 書籍は労働集約性の高い製品と言われており多くの

人間の労働力を必要とします。デジタル制作時代に移

行し効率化が大幅に進んだとは言え、やはりいまだ実

際の手と目と頭がフルに投入され、実行と判断と決定

が人の力でもっておこなわれ、そして、どこかで誰か

が、あっちに泣きつきこっちにあやまりして作られて

います（私の場合だけ？）。 

 有形となった一冊の本の背後もしくは輪郭には膨大

な無形が存在し、実はその無形のあらゆることがらが

その有形物としての本の、強度と粘度、味わい深さと

忘れられなさに寄与するのだと思います。造本的観点

とは、造本と内容との、調和や共振、反発や煽動、拮

抗や融合、抽象化や具象化の力動を愉しむものであ

り、有形と無形の交響を感得することであり、そし

て、魅力的な本の「魅力の謎」を解き明かそうと物質

的な側面から吟味することだと思います。 

 電子書籍ではそれらの機会の多くを失ってしまいま

すが、多くの書籍を電子版でも読んでいる、私です

（小声）。 （了） 
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『Arts and Media』vol.10

1 概要

入校用仕様書

部数：500 冊
（大学 400 ／弊社 100）

納期：7月下旬

7 月 1 日に本文印刷入稿
丁合テスト、製本テスト
表紙印刷注意

2020.6.20

アートディレクション：松本久木発行：大阪大学大学院文学研究科文化動態論専攻アート・メディア論研究室

▶「2本文」参照

▶「3表紙ほか」参照

▶「3表紙ほか」参照

▶「3表紙ほか」参照

▶「2本文」参照

本文サイズ 8種
面付けランダム

並製本、全ページペラ丁合
くるみ表紙、ジャケ巻き

表紙台?/1色印刷（UV）

表紙＋ジャケ＋本扉＋中扉
付け合わせ

本文 18色印刷（UV）

210

148
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2 本文
用紙：8種（仕様＆面付表参照）
ページ数：266 ページ（菊全 8 台＋表紙台）
ページサイズ：8 種（仕様＆面付表参照）
印刷色：16 色（仕様＆面付表参照）
製本：ペラ丁合

アートディレクション：松本久木発行：大阪大学大学院文学研究科文化動態論専攻アート・メディア論研究室

台割りは、仕様＆面付表を参照してください。

面付けに法則性は
ありません

入校データは台ごとにおもてうらでフォルダを分けてます。

くわえからの距離を台ごとに微妙に変えてください。
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アートディレクション：松本久木発行：大阪大学大学院文学研究科文化動態論専攻アート・メディア論研究室

面付けイメージ

↑
回数によりますが、
たぶんこんな感じになると思います。
訳分からなくてOK！
印刷立ち会いで、何台まで刷れるか
現場で判断します。

本文を刷了後そのまま表紙台をセットしてください。
印圧やインキ濃度の調整など不要です。
危険度の判断は工場長におまかせします（最低 5台は刷りたいです）。
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3 表紙ほか（9台目）
用紙：色上質｜藤｜AT 目最厚口
印刷色：オペーク白／ DIC2413
※本文台の印刷の後に、表紙用紙を紙替えして印刷
製本：並製本／ペラ丁合／くるみ表紙／ジャケット巻き

単位＝mm

ジャケット

丁送り

表紙 p.009

p.053 p.161 p.217 p.247
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